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｢グレゴリオ聖歌入門｣について-その2-




















































E･カル デ ィ- ヌ

























































































･第3図式は,ファまたは, ド(その下がシ日を有する)に位置し, ト.)トウス TRITUS
あるいは第3旋法音階の特徴的3度を成している｡
･第4図式は,ソまたは, ド(その下がシbを有する)に位置し,テ トラル ドゥス TET-
RARDUSあるいは第4旋法音階の特徴的3度を成している｡
旋法用語について






















































































































































































































った旋律と一緒になっている詩句に伴なわれた作品- つ ま り, ミサ では intr｡itusと
68 研究紀要 (第5号)
































0mi-ne +conv丘rte-re, eti-ri･pe a-nimam






ように開始した後,重要なカデンツァごこに,次 々に ソ(hicdies), ファ (Alelu-ia),
ソ(celebrabi･tis),ミ(Domi-no),ファ(inprogeniesve･stras), レ (diem), ド (終り
から2番目の alelu-ia)と移動し,ついにファで終止する｡
rit+vo. his hic di_ eS memo-
ri-A- 1is, ale- 1血-ia: etdi_em
fe-stun ce-1ebrA-bi- tis sol-i-mnem D6-mi.no
inproge-ni-esve-stras:le-gi-timum scmpi-ter-nun


















g丘udi-umit-e-nim D6mi･ni est forti-td- doncLStra･
Ps.80*,2.3.5.II.I4.I7 (DiferentiaG*)
